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4. Pulmonary complications as an independent prognostic factor in patients with hematologic 

malignancies 
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10. Recombinant thrombomodulin improves clinical outcome in patients with coagulopathies 

after HSCT 

Sunggi Chi, Takayuki Ikezoe, Asako Takeuchi, Kazuki Anabuki , Sukie Kim, Mizu Sakai,  

Ayuko Taniguchi, Kazuto Togitani, Akihito Yokoyama. 

 

11. Activity of STAT5A in CD34＋/CD38- AML cells 

Asako Takeuchi, Chie Nishioka, Takayuki Ikezoe, Jing Yang, Akihito Yokoyama. 

 

12. Downregulation of miR-217 induces resistance of Ph+ leukemia cells to tyrosine kinase 

inhibitors 

Chie Nishioka, Takayuki Ikezoe, Jing Yang, Akihito Yokoyama. 

 

 

国内学会地方会 

【シンポジウム等】 

 

第 71 回日本呼吸器学会・日本結核学会 九州支部 秋季学術講演会  10/12 福岡 

ランチョンセミナー3 

1. 横山彰仁 

気管支喘息の病態と治療戦略～COPDとのオーバーラップ症候群を中心に～ 

 

 

【 一般演題 】 

第 5 回呼吸機能イメージング研究会学術集会  1/12-13  徳島 

1. 気管気管支骨軟骨形成症の経年的進行と肺機能変化を追えた難治性気管支喘息の１例 

大西 広志, 濱田典彦*, 窪田哲也, 横山彰仁 

 

第 21 回日本呼吸器内視鏡学会中国四国支部会  2/16 徳島 

2. 気管支拡張症と網膜色素変性症を合併した 47XXY 症候群の１例 

大西広志, 高岡誠人, 金 月恵, 穴吹和貴, 酒井 瑞, 窪田哲也, 横山彰仁 



第 20 回日本呼吸器内視鏡学会中国四国地方会  3/3 島根 

3. 当院で経験した肺胞出血症例の検討 

大浦康孝*, 山根高*, 塩田直樹*, 大西広志, 窪田哲也, 横山彰仁 

 

第 52 回日本血液学会中国四国地方会  3/23 松江 

4. 同種移植後の皮膚病変での再発に対し、低用量 azacitidine療法が有効であった急性骨

髄性白血病 

酒井 瑞, 竹内麻子, 谷口亜裕子, 池添隆之, 砥谷和人, 横山彰仁 

 

第 108 回日本内科学会四国地方会  6/9 高知 

5. 遺伝子組み換えトロンボモジュリンの奏功した HIV 関連血球貧食症候群の 1 例 

池 成基, 高岡誠人, 竹内麻子, 池添隆之, 砥谷和人, 武内世生*, 横山彰仁 

 

6. 肺癌治療中、感染を契機に TTP/HUS を発症し、血奬交換療法により救命し得た 1 例 

古島知樹*, 穴吹和貴, 高岡誠人, 金 月恵, 酒井 瑞, 河瀨成穂, 宮本真太郎, 大西広志,  

窪田哲也, 横山彰仁 

 

第 49 回日本呼吸器学会中国・四国地方会  7/19-20 香川 

7. ダサチニブが原因と考えられた薬剤性肺障害の 1 例 

荻野慶隆*, 穴吹和貴, 高岡誠人, 金 月恵, 酒井 瑞, 河瀨成穂, 宮本真太郎, 大西広志, 

窪田哲也, 横山彰仁 

 

第 50 回日本呼吸器学会中国・四国地方会  12/7 広島 

8. RS3PE 症候群を合併した肺扁平上皮癌の 1 例 

川口樹里*, 高岡誠人, 金 月恵, 穴吹和貴, 酒井 瑞, 河瀨成穂, 宮本真太郎, 大西広志, 

窪田哲也, 弘井 誠*, 横山彰仁 

 

第 109 回日本内科学会四国地方会  12/1 香川  

9. 診断に苦慮した喫煙関連間質性肺炎の 1 例 

宮本雄也*,高岡誠人, 金 月恵, 穴吹和貴, 宮本真太郎, 窪田哲也, 井口みつこ*, 久米基彦*, 

横山彰仁 

 

10. アザシチジンが奏効した慢性単球骨髄球性白血病・急性転化の 1 例 

池 成基, 池添隆之, 竹内麻子, 横山彰仁 

 

 

http://member.naika.or.jp/member/content/endai/view_endai.aspx?Target=9&Kaisu=109&AbstNo=19&ID=112
http://member.naika.or.jp/member/content/endai/view_endai.aspx?Target=9&Kaisu=109&AbstNo=75&ID=182


研究助成金 
 

1. 平成 25 年度科学研究費助成事業 基盤研究（B）：研究代表者 横山彰仁 

「セレクチンリガンドを有する KL-6/MUC1 の発現機序の解明と臨床応用」 

 

2. 平成 25 年度科学研究費 挑戦的萌芽研究：研究代表者 横山彰仁 

「COPD における全身性炎症発現機序の解明」 

 

3. 平成 25 年度科学研究費助成事業 基盤研究（A）：研究分担者 横山彰仁 

「国際共同研究による間質性肺炎の新規バイオマーカーの開発と創薬の試み」 

 

4. 平成 25 年度厚生労働科学研究費：研究分担者 横山彰仁 

「難治性疾患等克服研究事業.呼吸不全に関する調査研究」 

 

5. 平成 25 年度厚生労働科学研究費：研究分担者 横山彰仁 

「新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業.成人の重症肺炎サーベイランス構築に

関する研究」 

 

6. 平成 25 年度科学研究費助成事業 基盤研究（C）：研究代表者 窪田 哲也 

「ヒト MUC1 発現マウスを用いた肺障害モデルにおけるバイオマーカーの動態解析」 

 

7. 平成 25 年度科学研究費助成事業 基盤研究（C）：研究代表者 池添隆之  

「トロンボモジュリンの血管内皮保護薬としての臨床応用に向けた分子基盤の解明」 

 

8. 平成 25 年度科学研究費助成事業 基盤研究（C）：研究代表者 大西広志 

「肥満による喘息悪化機序の解明-CD8 陽性 T 細胞との関係」 

 

9. 平成 25 年度科学研究費助成事業 基盤研究（C）：研究代表者 谷口亜裕子 

「悪性腫瘍における新規癌ウイルス感染実態の解析と発癌との関連について」 

 

10. 平成 25 年度受託研究費(独）科学技術振興機構 A-STEP 

「ＦＳステージ シーズ探索タイプ」：研究代表者 池添隆之 

「トロンボモジュリンの上皮増殖因子様構造を用いた血管内皮細胞保護薬の開発」 

 

 

 

http://kaken.nii.ac.jp/d/p/23591421.ja.html


11. 平成 25 年度受託研究費(独）科学技術振興機構 A-STEP 

「ＦＳステージ シーズ顕在化タイプ」：研究代表者 池添隆之  

「トロンボモジュリン由来新規ペプチドによる骨髄移植後合併症の新規予防注射薬の開発」 

 

12. 先進医薬研究振興財団 研究代表者 池添隆之 

「トロンボモジュリンの上皮増殖因子様構造を用いた血管内皮細胞保護薬の開発」 

 

13. 研究助成金  武田科学振興財団：代表者 西岡千惠 

 

その他 

 

1. 平成 25 年度共同研究費/エーディア(株）：研究代表者 横山彰仁 

「KL-6 発現トランスジェニックマウスでの抗 TNF-α投与による KL-6 値変動」 

 

2. 高知医療再生機構 平成 25 年専門医等養成支援事業：代表者 横山彰仁 

 

3. 高知医療再生機構 平成 25 年度指導医資格取得支援事業：代表者 窪田哲也 

 

4. 高知医療再生機構 平成 25 年度指導医資格取得支援事業：代表者 池添隆之 

 

5. 高知医療再生機構 平成 25 年度指導医資格取得支援事業：代表者 酒井瑞 

 

 

受賞 
 

1. Shigeo Kawase 

APSR2013 Award for Excellent Young Oral/Poster Presenters 

 

2. 西岡 千惠 

第 75 回日本血液学会学術集会 優秀ポスター賞 

 

3. 高知大学医学部附属病院 治験実施優秀チーム賞 

 

4. 公益財団法人骨髄移植推進財団より感謝状 


